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 （１）耕種的防除法等 
 

 病 害 虫 名  防 除 適 期  防    除    方    法 

 疫   病  植付前 
 
 堀取時 
 堀取後 

 ○ 
 ○ 
 ○ 
 ○ 

無病の種いもを植付ける。 
窒素肥料を多用しない。 
掘取は、天気の良い日を選んで行う。 
被害茎葉を集めて焼却する。 

 黒あざ病  植付時  ○ 
 ○ 
 ○ 
  

無病の種いもを植付ける。 
連作をしない。 
石灰などを施用して土壌酸度を矯正する。 
 

 そうか病  植付時  ○ 
 ○ 
 ○ 
  

無病の種いもを植付ける。 
連作をしない。 
石灰やアルカリ性肥料を使用しない。（石灰を使用する場合は前作に使用する） 
 

 炭 疽 病  植付時  ○ 
 ○ 
 ○ 

無病種いもを選ぶ。 
病株を処分する。 
発病地は3年以上他作物を作付ける。 

 軟 腐 病  植付前 
 
 
 堀取後～貯 
 蔵時 

 ○ 
 ○ 
 ○ 
 ○ 

連作をしない。 
排水に注意し、高畝栽培する。 
窒素肥料を多用しない。 
堀取の際は傷をつけないように注意し、無傷のものだけを貯蔵する。 

 モザイク病  植付時 
 
 植付後 

 ○ 
 
 ○ 
 ○ 

種いもは、毎年更新し、優秀なものを植付ける。（農林水産省植物防疫所発行の検査合格書 
が添付されたものなど） 
発病株は、早期に抜き取って焼却する。 
媒介昆虫のアブラムシの発生に注意する。 

 
 
 


